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研究の背景 

 学校教育と社会教育の連携・融合は、いまや学校

とミュージアム（美術館・博物館)の双方にとって重
要な政策目標となっている。先進的なミュージアム

ではアウトリーチ活動が積極化され、学校教育にと

っても、｢総合的な学習｣の導入を契機に外部教育資

源の有効活用(アウトソーシング)の要求は高まって
いる。そうした背景から学校教育の一環としての鑑

賞学習は年々盛んになってきたが、それが一過性の

経験に終わりがちなこともしばしば指摘されている。

ミュージアムへのより主体的な、かつ生涯をつうじ

た関与を可能にする方策が求められつつあると言え

よう。本研究は、中学校美術科における学習をケー

ススタディとして、この課題に取り組むものである。 
 
「倉敷デジタル美術散歩」授業計画の概要 

 岡山大学教育学部附属中学校では、平成 9年度か
ら美術科のカリキュラムに美術館での鑑賞学習を位

置付け、美術館スタッフと共同で鑑賞指導を研究し

てきた。本年度はさらに研究を進め、岡山大学教育

学部教官と岡山市デジタルミュージアム準備室スタ

ッフを加え、美術館における鑑賞活動を核にデジタ

ル機器を活用した表現活動へ発展させる授業を構想

した。 
 具体的には、第 2学年 5クラス(203名)を対象に、
倉敷市の大原美術館への校外学習(半日)と、事前授
業（1時間）・事後授業（3時間）を実施した。校外
学習での経験をデジタルカメラ撮影による映像スケ

ッチとして記録させ、美術館を活用した鑑賞学習の

効果を検証した。事後授業では、生徒に対象の見方・

見え方の変容を意識させ、Power Pointによるプレ
ゼンテーションを作成させた。 
 学習目標は、①郷土の優れた美術館を鑑賞して、

さまざまな時代や地域の美術作品のよさを味わうこ

と。②美術作品とそれを所蔵する美術館の価値に気

づき、優れた美術作品・美術館で学習することによ

って沸き起こる楽しさや喜び、感動などをデジタル

映像に表現すること。③デジタル映像を編集して「私

の美術散歩」(仮称）としてまとめ、他者に発信する
こと。以上の３項目である。 

 なお、大学と附属学校との連携推進の観点から組

織された教育学部学生ボランティアが、校外学習の

引率（延べ 18名）と事前・事後授業のサポート（延
べ 30名）にあたった。 
 
連携から生まれる可能性 

 大原美術館は極めて優れた地域資源であり教育普

及活動にも実績を持つ。事前打ち合わせの結果、美

術館スタッフによるレクチャーとギャラリートーク

を約 2時間の鑑賞学習の前半に導入した。まずレク
チャーで大原美術館の成り立ちに関する知識を得た

うえで、特別展示「モネ 光の小部屋」においてビジ
ュアル・アンド・シンキング形式のギャラリートー

クを行い、後半に自由鑑賞の時間を設けた。その後

の生徒の撮影対象・方法の変化は、鑑賞経験をつう

じた対象の見方・見え方への気づきをダイレクトに

反映したものとなった。 
 鑑賞学習の効果が表現学習に波及することは、美

術科教育研究においてはすでに知られている。しか

し、学校教育の支援資源としてミュージアムをいか

に活用しうるかという視座において、こうした知見

はミュージアムが提供するプログラムの開発にひと

つの指針を与えるはずである。ミュージアムは“見

る対象”としてのみ存在するのではない。見る側か

らのミュージアムだけでなく、見せる側からのミュ

ージアムを体験的に理解するためのプログラムを模

索することが求められている。 
 本研究においては、生徒のプレゼンテーションを

バーチャル・ギャラリーのコンテンツとして発展さ

せるべく各機関と折衝中である。学校外に発表する

ことによって学習成果の評価を他から受けたり、美

術館スタッフと再び交流の場を持ったりすることが

期待される。これらをつうじて、ミュージアムの収

蔵品を活用した教育にとどまらず、ミュージアムと

いう組織が果たす教育的役割そのものへの理解を深

める教育につなげていきたい。 
 
 ※本研究は、岡山大学学長裁量による特別配分経

費(平成 14年度）を受けて実施した。 


